
 廃液の貯留区分

※区1    有機廃液：有機成分 5wt% 以上、油膜あり、引火性成分（引火点 70℃
以下）含有のいずれかに該当する廃液

※区2    遊離シアン系：シアン化カリウム (KCN) などのシアン化物やシアン酸ナト
リウム (NaOCN) などのシアン酸塩を含む廃液

※区3    錯体シアン系：フェリシアン化カリウム (K₃[Fe(CN)₆]) など配位子として
シアンを持つ各種錯体を含む廃液
遊離シアン系の物質と錯体シアン系の物質をいずれも含む場合は、錯体シ
アン系とする

ルカリのみを含むもの

※区4    重金系：非重金以外の金属類を含むもの
ただし、As・Seなど重金属に分類されないものでも有害性の高いものは、
廃液区分上は重金系とする

 貯留時の注意事項

※注1  シアン系の廃液は、貯留時に液性をアルカリ性にする（酸性の場合、有毒
なシアン化水素を発生するおそれがある）

※注2  非重金系廃液：アクリル酸や樹脂液の混入を避ける。アミン系は水溶性（塩
酸ヒドロキシルアミン等）のみ含有可

※注3  学内処理時の旧貯留区分のフッ素・リン酸系廃液の灰色容器は、内容物
に応じて重金系および非重金系とし、処理にあたって青色容器に移し替え
る必要はない（灰色容器は耐用年数内であれば継続使用可能）

 廃液情報に記載する項目

※情1  水銀系廃液に有機水銀が含まれている場合、廃液情報の特記事項に必ず
記載する

※情2  シアン系・重金系の注意すべき成分（キレートや錯体形成物質など）の濃
度は、廃液情報に必ず記載する

 その他注意事項

※他1  有機水銀は別途費用がかかります
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	※区5    非重金系：Na・Ca・K・Mg	など一部軽金属、および無機酸・無機ア
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